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「毎日している分析手法・ＪＰ分析初心者向け」

初心者の方や、しばらくぶりにＪＰソフトを使い出した方は、一体何からどう使えば迷
われる事と思います。

そこで今回、わたしが毎日している事の一部を解説します。この操作方法は覚えて下さ
い。
ＪＰ法株価分析システムのメニューの１つである「ＪＰ分析」を使います。

相場がある日は、基本的にＪＰメールを配信するために、売買サインのチェックや、合
格銘柄の有無を調べています。

そのため、まず日経平均上に売買サインが点灯したかどうかをみます。

「ＪＰ分析メニュー」の「チャート」から

■日経平均上に売買サインが点灯しているか

１００４日経平均日足チャートを表示させます。コード番号を入力後、エンターキー

次に「条件」から－「チェック」をクリック またはＦ５キー
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401と入力して「ＯＫ」をクリック 調べる最初の番号を入力

続けて 423と入力して「ＯＫ」クリック 調べる最後の番号を入力

このようにチャート上に縦線＝サインが表示されます。

日足の 401番から 423番には、日経平均専用の買いサインがセットされています。

このサインが直近に点灯するかどうかを毎日みています。

次は売りサインをみます。

601番から 611番にセットされています。
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「再描画」をクリックし、サインを消します。

そして、買いサインの時と同じ手順で「条件」から－「チェック」をクリック、
601番から 611番をチェックします。
※日経平均の売りサインは、601番から 611番にセットされてます。

下記のようになります。

ここまでの手順は大丈夫ですか？難しい操作方法ではないと思いますので、覚えて下さ
い。
※買いサイン、売りサインといっても、それが今後も当たるかはまちまちです。
相場の変化に売買サインがついていくわけではありませんので。
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ここまでの操作方法は日足で売買サインを調べる手順です。

続けて週足に売買サインが点灯しているか調べてみましょう。

Ｆ２キーをクリックするか、「種別」から「週足」をクリックします。

チャートが週足へと変わります。

日足の時と同じように「条件」から「チェック」をクリックしてサインが点灯するかど
うかをみます。
買いサインは 401番から 427番にセットされています。
売りサインは 601番から 625番にセットされています。
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買いサインのチェック 401番から 427番 直近に点灯

売りサインのチェック 601番から 625番

ここまでの手順は大丈夫ですか？上記のようになっていますか？

買いサインに注目してみてください。よくみると直近に縦線＝サインが点灯している事
が分かります。

このサインは 414番です。

それでは、414番が過去どういうタイミングで点灯したのかを調べてみましょう。
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「再描画」をクリックして、チャート上のサインを消し、「条件」－「チェック」で
414番から 414番をチェックします。※ 414番のみのチェック

下記のようになります。

このサインは、上記の点灯ポイントからざっくりと過去において、４回は上昇している、
すなわち勝ち。２回は下がっているので負け。４勝２敗と見ることが出来ます。

では具体的な数値をみていきましょう。

「条件」から「シミュレーション」をクリックします。

■シミュレーション機能

414と入力して「ＯＫ」をクリックします。

勝ち 勝ち
勝ち

負け
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13と入力して「ＯＫ」をクリックします。

※今回は仮に 13としました。これはサイン点灯後、13週先までの値動きを調べるという
意味です。13週はおよそ三ヶ月です。

下記のように表示されます。

上側が買いの場合で、下側が売りの場合です。

今回 414 番は買いサイン、そして過去においても４勝２敗と上昇に分がありますから上
側の買いの場合に注目します。

※アベノミクス以降、売りサインの点灯が押し目となり、そこから上昇していくケース
が散見されます。この場合、相場環境が変化したと判断して、売りの場合ではなく、
買いの場合をみます。
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サインが点灯してから、どの位最大で上昇したかはここをみます。

上述の最大に上昇するまでにどの位下がったのかを見る場合はここをみます。
※ここの項目の数値が大きいほど（マイナス値）、押しが深いと判断出来ます。

最大で１５．８２％の上昇、平均値は、６．７５％の上昇。直近の傾向として、
７．７３％、６．１０％と６％は上昇しています。

ここから、最大６％程度の上昇が期待出来そうとみます。

一番下がった時は、－５．６５％。平均は－２．４％、直近の傾向は、－２．３０％、
－０．０１％と－２％程度は意識したほうがよさそうと判断します。

まとめると、最大６％の上昇が期待出来、そこまで到達する前に２％の下落があるかも
しれないと判断します。

※上記の見方は、わたしの個人的な見解なので、各自の見方はそれぞれだと思います。

直近にサインが点灯したら、深く調べるという流れです。

ここまでが、日経平均上の売買サインの有無を調べるやり方です。

次は、合格数検索を使い逆張り買いのタイミングがどうかを調べます。

「ＪＰ分析メニュー」から「合格数検索」をクリックします。
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■合格数検索

下記のように入力、クリックし最後に「実行」をクリックします。

日足の 801番から 811番には個別銘柄の逆張り買いがセットされています。

合格数検索でしている事は、全期間において毎日それぞれ何銘柄合格したのか、という
数を算出しています。

終了すると画面が勝手に消えます。

画面が消えたら、算出した銘柄数のグラフを見ます。

１００４日経平均の日足チャートを表示させます。

具体的な手順が書かなくても、もう大丈夫ではないでしょうか。
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■合格数グラフの表示

「機能」から「ＪＰ分析シート合格数」、そして「合格数表示」をクリックします。

812と入力して「ＯＫ」をクリックします。

このようにチャートの下にグラフが表示されます。

このグラフが突出した日が逆張り買い日です。※実際にはピークが過ぎないと判別出来
ないですから、この位の数なら買い出動していいだろうとなります。
昨年の 12月があまりにも合格数が多く直近でどのくらいの数が出ているのが分かりにく
いです。直近に注目してみます。
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表示期間をクリックします。

100と入力し「ＯＫ」をクリクッします。

下記のようにチャート表示が直近から 100日表示となり、ローソク足が大きくなります。

続けて、先程の手順で 812番の合格数を表示させてみます。

このようになりましたか？

５月半ばで、合格数がピークをつけています。そこから日経平均は、下がっていますが、
ナンピンをしていけば、今頃は利益となっている事と思われます。

過去から直近まで全てのタイミングで大底をピタリと当てられるわけではありません。

そのため、分割買いが重要となってきます。

次に騰落レシオをみてみます。
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「機能」から「指標」をクリック

「５８．騰落レシオ」をクリックし「周期」をクリック

上から３つの項目をこのように入力して「ＯＫ」をクリックします。
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騰落レシオ２０日のグラフが表示されます。

買い場は７０ポイント以下です。５月に第一回目の買い出動、６月始めに第２回目の買
い出動となります。

次は、逆張り買いに合格した銘柄を調べます。

「ＪＰ分析メニュー」から「検索」をクリックします。

■検索

検索の画面は２画面で構成されてます。

表の画面 裏の画面

次ページのように入力、設定して最後に「実行」をクリックします。
「検索」が終わると勝手に画面が消えます。
検索画面が消えたら「検索結果」をクリックします。
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「ＪＰ分析メニュー」から「検索結果」をクリックします。

■検索結果

日足検索結果をクリックします。

７月４日は１銘柄だけ合格していました。

808番に合格しているようです。

「チャート」をクリックしてみていきます。
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808番に合格しているようなので、条件からチェックで 808番をみてみます。

808番だけのチェック方法は、もう大丈夫でしょう。

昨年 12月の点灯時は、以降横ばいからジリ高傾向へ。
今回も期待出来るかもしれません。※個人的見解です。

合格した銘柄は、チェックをして過去に点灯しているかどうか、そして点灯していたら、
以降上昇しているかどうかを見ます。
過去上昇していれば、今回も期待出来ると判断します。テクニカル分析ですから、過去
が良ければ今回も期待出来るとなります。
過去にサインが点灯していなかったり、点灯したサイン以降下がっていたら、見送りで
す。

ここまで長くなりましたが、一度覚えてしまえば、どうってことない操作方法です。

わたしと同じように、操作方法に慣れるまでは毎日してみましょう。

操作方法やご不明点がありましたらご連絡下さい。解説します。


